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は
じ
め
に

後
人
の
撰
に
よ
る
『
小
町
集
』
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
『
後
撰
和
歌
集
』

の
小
町
の
歌
に
加
え
て
小
町
真
作
歌
で
あ
る
と
も
な
い
と
も
言
え
な
い

歌
、
ま
た
明
ら
か
に
小
町
作
で
は
な
い
歌
を
含
む
た
め
に
、
平
安
中
期

の
「
小
町
歌
」
や
小
町
像
の
享
受
の
実
態
を
窺
う
事
が
出
来
る
。
本
稿

で
は
『
小
町
集
』
に
お
け
る
「
あ
ま
」
を
詠
み
込
ん
だ
歌
を
検
討
す
る

事
で
、
『
小
町
集
』
に
お
い
て
『
古
今
和
歌
集
』
や
『
後
撰
和
歌
集
』
に

見
ら
れ
る
小
町
の
歌
が
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
て
い
た
の
か
、
ま
た
ど

う
い
う
経
緯
で
「
あ
ま
」
の
歌
が
増
補
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
し

た
い
。
ま
ず
現
存
す
る
『
小
町
集
』
の
系
統
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
。

現
存
す
る
『
小
町
集
』
の
伝
本
は
次
の
三
種
に
大
別
さ
れ
る
。

①
冷
泉
家
本
：
・
総
歌
数
四
十
五
首
。
『
後
撰
和
歌
集
』
の
小
町

歌
が
採
歌
さ
れ
て
お
ら
ず
、
成
立
は
②
③
よ
り
も
古
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
（
注
一
）

『
小
町
集
』
に
お
け
る

神
宮
文
庫
本
系
統
（
異
本
系
）
・
・
・
総
歌
数
六
十
九
首
。
冒
頭

か
ら
六
二
番
歌
ま
で
が
本
体
で
、
そ
れ
以
降
の
歌
は
後
の
増

補
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
体
部
分
は
③
よ
り
成
立
年
代

が
古
い
と
考
え
ら
れ
る
。
（
注
二
）

歌
仙
家
集
本
系
統
（
流
布
本
系
）
・
・
・
総
歌
数
百
十
五
首
。
冒

頭
か
ら
九
九
番
歌
ま
で
が
本
体
で
、
次
い
で
「
他
本
歌
十
一

首
」
「
又
、
他
本
五
首
」
が
補
わ
れ
て
い
る
。

以
下
、
こ
れ
ら
を
「
冷
泉
家
本
」
「
神
宮
文
庫
本
」
「
歌
仙
本
」
の
呼

称
で
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

一
、
『
小
町
集
』
の
「
あ
ま
」
の
歌

『
小
町
集
』
に
見
え
る
「
あ
ま
」
の
歌
の
う
ち
『
古
今
和
歌
集
』
に

小
町
作
と
し
て
入
集
す
る
も
の
は
次
の
二
首
で
あ
る
。
（
注
三
）

し

か

劣

ま

ぁ

し

み
る
め
な
き
わ
が
身
を
う
ら
と
知
ら
ね
ば
や
離
れ
な
で
海
人
の
足

た
ゆ
く
く
る
（
注
四
）

「
あ
ま
」

③ ② 

服

部

友

香

の
歌
の
増
補
に
つ
い
て
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（
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
三
恋
三
、
六
二
三
番
歌
、
冷
泉
家
本
『
小

町
集
』
四
番
歌
、
神
宮
文
庫
本
六
番
歌
、
歌
仙
本
二
三
番
歌
）

も

ま

さ

と

海
人
の
す
む
里
の
し
る
べ
に
あ
ら
な
く
に
う
ら
見
む
と
の
み
人
の

い

ふ

ら

ん

（

注

五

）

．

．

（
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
四
恋
四
、
七
二
七
番
歌
、
冷
泉
家
本
『
小

町
集
』
四
一
番
歌
、
神
宮
文
庫
本
七
番
歌
、
歌
仙
本
一
五
番
歌
）

ま
た
、
『
後
撰
和
歌
集
』
に
小
町
作
と
し
て
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
は

次
の
一
首
で
あ
る
。

さ

だ

お

と

こ

（

も

の

お

も

ひ

は

ぺ

り

）

こ

ろ

定
め
た
る
男
も
な
く
て
、
物
思
侍
け
る
頃

（
う
み
）

す

の
住
む
浦
漕
ぐ
舟
の
か
ぢ
を
な
み
世
を
海
わ
た
る
我
ぞ

あ
ま

（
か
な
し
）
悲
き
（
注
六
）

（
『
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
十
五
雑
一

‘
1
0九
0
番
歌
、
冷
泉
家
本
『
小

町
集
』
な
し
、
神
宮
文
庫
本
五
二
番
歌
、
歌
仙
本
三
三
番
歌
）

そ
し
て
こ
の
三
首
の
歌
を
核
と
し
て
、

み
る
め
あ
ら
は
う
ら
み
む
や
は
と
甜
封
と
は
A

う
か
ひ
て
ま
た
む

う
た
か
た
の
み
も

（
冷
泉
家
本
二
九
番
歌
、
神
宮
文
庫
本
三
九
番
歌
、
歌
仙
本
四
一
番
歌
）

わ
た
つ
う
み
の
み
る
め
は
た
れ
か
A

り
は
て
し
世
の
人
こ
と
に
な

し
と
い
は
す
る

（
冷
泉
家
本
三
四
番
歌
、
神
宮
文
庫
本
一
七
番
歌
、
歌
仙
本
二
二
番
歌
）

み
る
め
か
る
甜
~
の
ゆ
き
か
ふ
み
な
と
ち
に
な
こ
そ
の
せ
き
も
我

は
す
ゑ
ぬ
に

（
冷
泉
家
本
三
五
番
歌
、
神
宮
文
庫
本
六

0
番
歌
、
歌
仙
本
五
番
歌
）

か
さ
ま
A

つ
甜
剖
し
か
つ
か
は
あ
ふ
事
の
み
る
め
も
な
し
と
は
思

は
さ
ら
ま
し（
冷
泉
家
本
な
し
、
神
宮
文
庫
本
四
二
番
歌
、
歌
仙
本
二
六
番
歌
）

こ

A

あ

ま

か

ぜ

ま

ま

主

式

漕
ぎ
来
ぬ
や
天
の
風
間
も
待
た
ず
し
て
に
く
さ
び
か
け
る
海
人
の

釣
舟
（
冷
泉
家
本
な
し
、
神
宮
文
庫
本
な
し
、
歌
仙
本
四
四
番
歌
）

す

み

世
の
中
を
い
と
ひ
て
甜
剖
の
住
む
か
た
は
う
き
め
の
み
こ
そ
見
え

わ
た
り
け
れ
（
冷
泉
家
本
な
し
、
神
宮
文
庫
本
な
し
、
歌
仙
本
八
九
番
歌
）

（

い

で

）

主

ま

春
の
日
の
う
ら
／
＼
こ
と
を
出
て
み
よ
何
わ
ざ
し
て
か
海
人
は

過
ぐ
す
と
（
冷
泉
家
本
な
し
、
神
宮
文
庫
本
な
し
、
歌
仙
本
一

0
四
番
歌
）

と
い
う
「
あ
ま
」
関
係
歌
（
全
七
首
）
が
増
補
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

歌
仙
本
『
小
町
集
』
所
収
歌
の
う
ち
で
「
夢
」
を
詠
ん
だ
も
の
は
十

三
首
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
『
古
今
和
歌
集
』
に
あ
る
も
の
が
六
首
と
半

分
近
く
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
歌
仙
本
『
小
町
集
』
所
収
の
「
あ

ま
」
を
詠
ん
だ
歌
は
十
首
あ
り
、
そ
の
う
ち
『
古
今
和
歌
集
』
『
後
撰
和

歌
集
』
に
見
え
な
い
歌
の
数
は
七
首
で
あ
る
。
『
古
今
和
歌
集
』
『
後
撰

和
歌
集
』
に
見
え
な
い
「
あ
ま
」
の
歌
は
冷
泉
家
本
に
お
い
て
は
三
首
、

神
宮
文
庫
本
に
お
い
て
は
五
首
で
あ
る
が
、
冷
泉
家
本
、
神
宮
文
庫
本

に
見
え
る
「
あ
ま
」
の
歌
は
総
て
歌
仙
本
と
重
複
す
る
も
の
で
あ
る
。

故
に
歌
仙
本
に
お
い
て
、
「
あ
ま
」
に
関
す
る
歌
が
七
首
も
増
補
さ
れ

て
い
る
（
注
七
）
と
い
う
の
は
異
例
の
量
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

は
一
体
何
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
以
下
で
考
え
て
み
た
い
。
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二
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
「
あ
ま
」
の
歌

『
古
今
和
歌
集
』
に
は
、
「
我
が
身
」
の
語
を
詠
み
込
ん
だ
小
野
小
町

の

歌

が

四

首

あ

る

。

．

花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
サ
洲
謝
世
に
ふ
る
な
が

め
せ
し
ま
に

（
『
古
今
和
歌
集
』
春
下
、
一
―
三
番
歌
『
小
町
集
』
冷
泉
家
本
三
二

番
歌
、
神
宮
文
庫
本
二
七
番
歌
、
歌
仙
本
一
番
歌
）か
あ

ま

あ

し

み
る
め
な
き
材
洲
射
を
う
ら
と
知
ら
ね
ば
や
離
れ
な
で
海
人
の
足

た
ゆ
く
く
る

（
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
三
恋
三
、
六
二
三
番
歌
、
冷
泉
家
本
『
小

町
集
』
四
番
歌
、
神
宮
文
庫
本
六
番
歌
、
歌
仙
本
二
三
番
歌
）

は

う

つ

今
は
と
て
サ
洲
謝
時
雨
に
ふ
り
ぬ
れ
ば
事
の
葉
さ
へ
に
移
ろ
ひ
に

け
り
（
『
古
今
和
歌
集
』
恋
五
、
七
八
二
番
歌
『
小
町
集
』
冷
泉
家
本
六
番
歌
、

神
宮
文
庫
本
三
二
番
歌
、
歌
仙
本
三
一
番
歌
）

か
な

秋
風
に
あ
ふ
た
の
み
こ
そ
悲
し
け
れ
サ
洲
射
む
な
し
く
な
り
ぬ
と

お
も
へ
ば

（
『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
五
恋
五
、
八
二
二
番
歌
冷
泉
家
本
『
小
町

集
』
な
し
、
神
宮
文
庫
本
四
一
番
歌
、
歌
仙
本
ニ
一
番
歌
）

が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
―
一
三
、
七
八
二
、
八
二
二
番
歌
は
我
が

身
の
衰
え
、
空
し
さ
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
恋
人
に
顧
み
ら
れ
な
い

事
及
び
女
で
あ
る
事
の
辛
さ
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
六
二
三
番
歌

は
こ
れ
ら
の
歌
と
異
な
る
雰
囲
気
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ

に
つ
い
て
見
て
行
き
た
い
。

ま
ず
、
六
二
三
番
歌
に
使
用
さ
れ
て
い
る
技
巧
を
見
る
事
に
す
る
。

す
る
と
第
一
句
の
「
み
る
め
」
の
語
は
海
藻
の
「
海
松
布
」
と
、
会
う

機
会
の
意
味
（
注
八
）
で
あ
る
「
見
る
目
」
の
掛
詞
と
な
っ
て
い
る
。
「
う

ら
」
「
あ
ま
」
は
、
「
み
る
め
」
の
縁
語
で
あ
る
。

こ
の
歌
の
上
二
句
は
難
解
で
あ
り
、
二
句
目
の
「
わ
が
身
」
の
語
に

つ
い
て
は
古
来
様
々
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
来
た
。
竹
岡
正
夫
氏
は
諸
注

釈
書
に
み
え
る
こ
の
歌
の
解
釈
に
つ
い
て
、
以
下
の
四
種
に
分
類
し
て

い
る
（
注
九
）
。

A

相
手
の
男
の
身
と
す
る
も
の
…
…
顕
註
密
勘
・
顕
昭
注
頭

書
・
両
度
聞
書
・
栄
雅

B

作
者
自
身
の
身
と
す
る
も
の

(
a
)見
ど
こ
ろ
も
な
き
み
に
く
き
わ
が
身
と
す
る
も
の
·
…
•
•

続
万
葉
集
秘
説
・
正
義
・
至
文
・
全
書

(
b
)
わ
が
身
を
み
る
め
な
き
浦
と
知
ら
ね
ば
や
、
の
順
序
が

正
し
い
と
す
る
も
の
…
…
遠
鏡
・
椰
言

(

C

)

こ
の
ま
ま
で
解
そ
う
と
す
る
も
の
：
：
：
金
子
評
釈
・
窪

田
評
釈
・
大
系

竹
岡
氏
自
身
の
解
釈
は
、

み

る

め

海
松
藻
の
な
い
浦
と
知
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
で
う
と
く
も
な
ら
ず

に
漁
師
が
足
も
だ
る
い
ほ
ど
来
る
の
か
し
ら
ー
何
度
来
た
っ
て
見
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る
目
(11
私
に
逢
え
る
と
き
）
の
な
い
お
の
が
身
を
つ
ら
い
と
感
じ

な
い
か
ら
、
そ
れ
で
う
と
く
も
な
ら
ず
に
あ
の
人
が
足
も
だ
る
い

ほ
ど
通
っ
て
来
る
の
か
し
ら
。

と
い
う
も
の
で
右
の
分
類
に
お
い
て
は
A
の
解
釈
で
あ
り
、
そ
の
理
由

と
し
て
『
後
撰
和
歌
集
』
の
、

い

く

た

び

い

く

た

う

ら

（

た

ち

か

へ

る

）

（

う

ち

）

ぬ

幾
度
か
生
田
の
浦
に
立
帰
浪
に
わ
が
身
を
打
濡
ら
す
ら
ん

（
恋
一
、
五
三
二
番
歌
、
詠
み
人
し
ら
ず
）

わ

う

へ

（

お

も

）

か
け
て
だ
に
我
が
身
の
上
と
思
ひ
き
や
来
む
年
春
の
花
を
見
じ

と

は

（

哀

傷

、

一

四

二

二

番

歌

、

伊

勢

）

の
二
首
を
挙
げ
て
い
る
（
注
十
）
が
、
片
桐
洋
一
氏
に
よ
れ
ば
、
『
古
今
和

歌
集
』
の
「
我
が
身
」
の
用
例
の
中
に
相
手
の
身
を
「
我
が
身
」
と
詠

ん
だ
例
は
無
い
と
い
う
（
注
十
一
）
。
ま
た
「
我
が
身
」
を
詠
ん
だ
『
古
今

和
歌
集
』
所
収
の
他
の
小
町
歌
三
首
に
お
い
て
は
、
何
れ
も
「
我
が
身
」

は
自
分
自
身
を
指
す
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
海
辺
の
情
景
と
自
分
た
ち
の

関
係
が
掛
詞
に
よ
っ
て
二
重
写
し
と
な
る
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
「
あ
ま
」
を
相
手
の
男
と
考
え
る
と
、
足
た
ゆ
く
通
う
対
象

で
あ
る
「
わ
が
身
」
と
は
詠
み
手
の
小
町
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
事
か
ら
私
は
B
(
C
)
の
解
釈
を
取
り
た
い
。

そ
し
て
そ
の
「
わ
が
身
」
は
「
う
ら
」
で
あ
る
と
い
う
。
「
う
ら
」
に
「
憂
」

が
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
こ
の
歌
の
解
釈
は
、
「
貴
方
に
お
会

い
す
る
機
会
が
無
い
私
の
こ
の
身
の
憂
さ
を
貴
方
は
ご
存
知
な
い
の
で

し
ょ
う
か
、
海
人
が
海
藻
さ
え
も
生
え
て
い
な
い
浦
に
足
が
だ
る
く
な

る
程
通
っ
て
来
る
よ
う
に
、
貴
方
は
私
の
元
へ
足
が
だ
る
く
な
る
程
に

通
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
こ
れ
は
恋

人
と
の
間
に
何
ら
か
の
障
害
が
あ
り
、
逢
う
事
が
出
来
な
い
状
況
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
男
が
熱
心
に
通
っ
て
く
る
事
を
詠
ん
で
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
「
足
た
ゆ
く
来
る
」
と
い
う
語
か

ら
は
相
手
の
行
為
を
椰
楡
す
る
姿
勢
も
読
み
取
ら
れ
、
こ
れ
を
贈
答
歌

と
考
え
る
と
小
町
は
相
手
の
男
の
気
持
ち
を
踏
み
に
じ
る
鵬
慢
な
女
で

あ
っ
た
と
い
う
解
釈
も
生
じ
て
こ
よ
う
。
『
新
編
全
集
』
は
こ
の
歌
に
つ

い
て
、
小
町
に
こ
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
の
で
、
深
草
少
将
の
百
夜
通
い
の

説
話
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
（
注
十
二
）

と
し
て
い
る
。
後
世
の
人
々
は
こ
れ
を
小
町
の
真
情
と
取
っ
た
。
こ
の

歌
と
『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』
に
登
場
す
る
当
時
の
人
々
に
小
町
と
見

な
さ
れ
た
女
の
醗
慢
な
姿
勢
と
が
結
合
し
、
謡
曲
『
通
小
町
』
『
卒
塔
婆

小
町
』
に
見
え
る
、
深
草
少
将
に
百
夜
通
い
を
さ
せ
る
高
慢
な
小
町
像

が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
と
木
戸
久
二
子
氏
は
述
べ
て
い
る
（
注
十
三
）
。

し
か
し
、
こ
れ
は
真
情
の
吐
露
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
「
あ
ま
」
も
し
く

は
「
み
る
め
」
の
題
詠
と
見
る
べ
き
歌
で
あ
ろ
う
。
想
像
を
退
し
く
す

る
な
ら
ば
、
小
町
は
「
仁
明
天
皇
の
文
化
サ
ロ
ン
の
人
」
（
注
十
四
）
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
食
用
の
海
藻
で
あ
る
「
海
松
布
」
が
朝
廷

に
献
上
さ
れ
た
際
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

て

い

じ

み

か

ど

き

の

く

に

『
大
和
物
語
』
三
十
段
に
は
、
「
亭
子
の
帝
に
、
紀
伊
国
よ
り
石
つ
き
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み

る

た

て

ま

つ

た
る
海
松
を
な
む
奉
り
け
る
を
題
に
て
、
人
々
歌
よ
み
け
る
に
」
と

い
う
記
述
が
あ
る
。
「
亭
子
の
帝
」
は
宇
多
天
皇
を
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、

献
上
さ
れ
た
「
み
る
め
」
を
題
に
し
て
宮
廷
の
人
々
が
歌
を
詠
む
と
い

う
事
は
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
「
み
る
め
」
と
い
う
語
は
『
萬
葉
集
』
に
見
え
ず
、
『
古
今
和

歌
集
』
以
降
使
用
さ
れ
始
め
た
語
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
．

あ

さ

ゆ

ふ

か

づ

あ

伊
勢
の
甜
剖
の
朝
な
夕
な
に
潜
く
て
ふ

iiに人
を
飽
く
よ
し

（
が
な
）

も

哉

（

恋

四

、

六

八

三

番

歌

、

詠

み

人

し

ら

ず

）

は
、
『
萬
葉
集
』
に
類
歌
、

し

せ

の

あ

ま

の

あ

さ

な

ゆ

ふ

な

に

か

づ

く

と

い

ふ

あ

は

び

の

か

ひ

の

か

た

も

ひ

伊

勢

乃

白

水

郎

之

朝

魚

夕

菜

ホ

潜

云

腹

貝

之

獨

念

荷

指

天

（

巻

十

一

、

二

七

九

八

番

歌

）

（
イ
セ
ノ
ア
マ
ノ
ア
サ
ナ
ユ
フ
ナ
ニ
カ
ッ
ク
テ
フ
ア
ハ
ヒ
ノ
カ
ヒ
ノ

カ
タ
オ
モ
ヒ
ニ
シ
テ
・
~
萬
葉
古
点
）

が
あ
り
、
ま
た
、

か

む

か

ぜ

の

い

せ

の

う

み

の

あ

さ

な

ぎ

に

き

よ

る

ふ

か

み

る

ゆ

ふ

な

ぎ

に

神
風
之
伊
勢
乃
海
之
朝
奈
伎
休
来
依
深
海
松
暮
奈
藝
ホ

き

よ

る

ま

た

み

る

来

因

俣

海

松

・

・

・

（

巻

十

三

、

三

三

0
一
番
歌
）

と
あ
っ
て
、
萬
葉
歌
の
影
響
が
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
、
『
萬
葉
集
』

の
時
代
に
比
較
的
近
い
時
代
に
作
ら
れ
た
歌
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
お
ほ
か
た

大
方
は
わ
が
名
も
み
な
と
漕
ぎ
い
で
な
む
世
を
う
み
べ
た
に
則
引

ォ―
J

(

め
少
な
し
（
『
古
今
和
歌
集
』
六
六
九
番
歌
、
よ
み
人
し
ら
ず
）

と
い
う
歌
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
み
る
め
」
が
少
な
い
事
が
詠
ま
れ
て

い
る
。
恐
ら
く
小
町
は
こ
れ
ら
の
『
古
今
和
歌
集
』
詠
み
人
知
ら
ず
歌

を
前
提
に
作
歌
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
み
る
め
な
き
」
は
六
六
九
番

歌
の
「
見
る
め
少
な
し
」
、
「
離
れ
な
で
あ
ま
の
足
た
ゆ
く
来
る
」
は
、

六
八
三
番
歌
の
「
朝
な
夕
な
に
潜
く
」
を
想
起
さ
せ
る
語
で
も
あ
る
。

次
の
歌
を
見
よ
う
。

主

ま

さ

と

海
人
の
す
む
里
の
し
る
べ
に
あ
ら
な
く
に
う
ら
見
む
と
の
み
人
の

い

ふ

ら

ん

（

七

二

七

番

歌

）

こ
の
歌
で
は
、
「
う
ら
み
む
」
に
「
浦
見
む
」
と
「
恨
み
む
」
が
掛
け

ら
れ
て
い
る
。
故
に
こ
の
歌
は
、
「
私
は
漁
師
の
住
む
里
の
案
内
人
で
は

な
い
の
に
、
ど
う
し
て
あ
の
方
は
「
う
ら
み
む
」
と
ば
か
り
言
う
の
で

し
ょ
う
か
」
と
い
う
意
で
あ
り
、
言
葉
遊
び
の
感
が
強
い
。
す
る
と
自

分
を
恨
ん
で
い
る
相
手
を
椰
楡
し
て
い
る
と
も
取
れ
、
そ
こ
か
ら
読
み

取
れ
る
の
は
鵬
慢
な
小
町
像
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
真
情
の
吐
露
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

佐
藤
卓
司
氏
（
注
十
五
）
は
小
町
歌
を
私
的
な
宴
席
で
詠
ま
れ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
氏
の
推
論
に
つ
い
て
は
疑
問
も
あ
る

が
、
七
二
七
番
歌
を
宴
席
詠
で
あ
る
と
す
る
と
こ
の
歌
に
お
け
る
小
町

の
姿
勢
が
理
解
出
来
る
の
で
あ
る
。
一
人
の
男
性
が
戯
れ
に
、
「
つ
れ
な

い
貴
方
を
恨
み
ま
す
」
と
云
う
歌
を
詠
み
か
け
、
小
町
は
こ
の
歌
に
よ

っ
て
応
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
ば
こ
の
態
度
に
も
納
得

が
行
く
。
「
浦
の
近
く
に
あ
る
漁
師
の
里
の
案
内
人
で
は
な
い
の
で
す
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か
ら
、
そ
ん
な
に
恨
む
恨
む
と
云
わ
れ
た
っ
て
困
り
ま
す
。
」
そ
う
返
し

た
こ
の
歌
は
、
機
知
に
富
ん
だ
宴
席
の
返
歌
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
「
あ
ま
」
を
題
材
と
し
た
小
町
歌
二
首
に

つ
い
て
見
て
き
た
。
他
の
小
町
歌
に
は
な
い
相
手
を
椰
楡
す
る
よ
う
な

表
現
は
題
詠
や
宴
席
で
あ
る
が
故
の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
読
み
取

れ
る
の
は
小
町
の
機
知
に
富
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
巧
み
な
掛
詞
と

縁
語
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
歌
が
当
意
即
妙
に
詠
ま
れ
た

も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
彼
女
の
歌
人
と
し
て
の
実
力
は
明
ら
か
だ
と

言
え
る
。

三
、
『
後
撰
和
歌
集
』
と
『
小
町
集
』
—
小
町
像
の
享
受
—

①
語
の
共
通
性

次
に
『
後
撰
和
歌
集
』
に
小
町
作
と
し
て
入
れ
ら
れ
て
い
る
歌
、

さ

だ

お

と

こ

（

も

の

お

も

ひ

は

ぺ

り

）

こ

ろ

定
め
た
る
男
も
な
く
て
、
物
思
侍
け
る
頃

の
住
む
浦
漕
ぐ
舟
の
か
ぢ
を
な
み
世
を
海
わ
た
る
我

あ
ま（か
な
し
）

ぞ

悲

き
（
『
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
十
五
雑
一

‘
1
0九
0
番
歌
、
冷
泉
家

本
『
小
町
集
』
な
し
、
神
宮
文
庫
本
五
二
番
歌
、
歌
仙
本
三
三
番

歌）

を
見
て
み
る
と
、
想
起
さ
れ
る
の
は
『
古
今
和
歌
集
』
の
「
あ
ま
」
の

歌
か
ら
読
み
取
れ
る
情
景
と
は
異
な
っ
た
心
象
で
あ
る
。

こ
の
歌
は
「
う
み
」
に
「
海
」
と
「
憂
み
」
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、

「
漁
師
が
住
む
そ
の
浦
を
漕
い
で
ゆ
く
舟
が
漕
ぐ
舟
の
櫂
を
無
く
し
て

為
す
術
が
無
い
よ
う
に
、
ど
う
す
る
事
も
出
来
ず
頼
り
な
く
悲
し
い
思

い
で
世
間
と
い
う
海
を
渡
る
私
は
悲
し
い
事
で
す
」
と
い
う
意
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
読
み
と
れ
る
の
は
、
か
弱
い
、
悲
し
み
に
沈
ん
で
い
る
小

町
の
姿
で
あ
り
、
先
に
参
照
し
た
『
古
今
和
歌
集
』
の
我
が
身
の
衰
え

や
空
し
さ
を
嘆
く
歌
や
、

わ

さ

そ

わ
び
ぬ
れ
ば
身
を
う
き
草
の
根
を
た
え
て
誘
ふ
水
あ
ら
ば
去
な
む

（
お
も
ふ
）

と

ぞ

思
（
『
古
今
和
歌
集
』
雑
下
、
九
三
八
番
歌
『
小
町
集
』
冷
泉
家
本
二
番
歌
、

神
宮
文
庫
本
三
一
番
歌
、
歌
仙
本
系
三
八
番
歌
）

の
よ
う
に
、
「
身
を
う
き
」
即
ち
「
憂
き
」
と
い
う
語
を
詠
み
込
ん
だ
歌

と
い
う
、
男
性
に
対
し
て
受
け
身
で
い
ざ
る
を
得
な
い
女
で
あ
る
が
故

の
悲
し
み
に
沈
む
小
町
像
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

だ
が
『
後
撰
和
歌
集
』
一

0
九
0
番
の
小
町
の
歌
は
、
「
あ
ま
の
住
む
」

及
び
「
う
ら
」
と
い
う
語
や
掛
詞
を
多
様
し
た
技
巧
が
『
古
今
和
歌
集
』

の
小
町
歌
を
思
わ
せ
る
為
に
小
町
作
と
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
勿
論
、
小
町
作
と
さ
れ
た
理
由
は
語
の
相
似
だ
け
で
は
な

い
。
『
古
今
和
歌
集
』
の
小
町
の
歌
か
ら
読
み
取
れ
る
女
で
あ
る
が
故
の

憂
愁
に
沈
む
小
町
像
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
、

を
の

A

こ

ま

ち

い

に

し

へ

そ

と

ほ

り

ひ

め

（

り

う

）

あ

は

や

う

小
野
小
町
は
、
古
の
衣
通
姫
の
流
な
り
。
哀
れ
な
る
様
に
て
、

よ

を

う

な

な

や

と

こ

ろ

あ

A

つ
よ

つ
よ強
か
ら
ず
。
言
は
ば
、
好
き
女
の
悩
め
る
所
有
る
に
似
た
り
。
強

を

う

な

う

た

か
ら
ぬ
は
女
の
歌
な
れ
ば
な
る
べ
し
。
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と
い
う
記
述
に
要
約
さ
れ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
貫
之
が

あ

は

や

う

つ

よ

小
町
の
歌
か
ら
読
み
取
っ
た
、
「
哀
れ
な
る
様
に
て
、
強
か
ら
ず
」
と

い
う
小
町
像
が
仮
名
序
の
享
受
に
よ
り
「
か
弱
い
小
町
」
の
イ
メ
ー
ジ

を
人
口
に
膳
炎
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
「
か
弱
い
小
町
」
の
イ
メ
ー
ジ
に

当
て
は
ま
り
、
ま
た
『
古
今
和
歌
集
』
七
二
七
番
歌
と
表
現
が
類
似
し

て
い
る
『
後
撰
和
歌
集
』
一
〇
九

0
番
歌
が
小
町
作
と
さ
れ
て
し
ま
っ
．

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
小
町
集
』
の
「
あ
ま
」
を
詠
ん
だ
歌
も
、
同
じ
よ
う
な
経
緯
で
『
小

町
集
』
に
撰
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
『
小
町
集
』
の
最
も
古
い
形
を
留
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
冷

泉
家
本
に
そ
の
存
在
が
確
認
出
来
る
事
か
ら
、
早
い
時
代
か
ら
小
町
作

歌
と
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
二
首
に
つ
い
て
見
て
み
る

事
に
す
る
。

賃
あ
ら
は
引
叫
叫
む
や
は
と
甜
封
と
は
A

う
か
ひ
て
ま
た
む

う
た
か
た
の
み
も

（
冷
泉
家
本
二
九
番
歌
、
神
宮
文
庫
本
三
九
番
歌
、
歌
仙
本
四
一
番
歌
）

叫
引
刈
か
る

tiの
ゆ
き
か
ふ
み
な
と
ち
に
な
こ
そ
の
せ
き
も
我

は
す
ゑ
ぬ
に
（
冷
泉
家
本
三
五
番
歌
、
神
宮
文
庫
本
六

0
番
歌
、
歌
仙
本
五
番
歌
）

冷
泉
家
本
二
九
番
歌
に
お
い
て
は
「
み
る
め
」
「
う
ら
」
「
あ
ま
」
、
三

五
番
歌
に
お
い
て
は
、
「
み
る
め
」
「
あ
ま
」
と
い
う
『
古
今
和
歌
集
』

所
収
の
小
町
歌
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
単
語
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
二
首
共
に
『
古
今
和
歌
集
』
六
二
三
番
歌
と
同
じ
よ
う
に

「
あ
ま
」
は
相
手
の
男
の
比
喩
で
あ
り
、
「
み
る
め
」
は
「
見
る
目
」
と

「
海
松
布
」
の
掛
詞
で
あ
る
。
ま
た
冷
泉
家
本
二
九
番
歌
の
「
う
ら
み
」

は
『
古
今
和
歌
集
』
七
二
七
番
歌
と
同
じ
よ
う
に
「
恨
み
」
と
「
浦
見
」

の
掛
詞
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
こ
れ
ら
の
歌
の
作
者
が
『
古
今
和

歌
集
』
の
小
町
歌
を
本
歌
と
し
て
作
歌
を
行
っ
た
事
を
示
し
て
い
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
二
首
は
、
相
手
を
拒
む
姿
勢
を
持
つ
『
古
今
和

歌
集
』
六
二
三
番
歌
と
は
違
い
、
男
を
待
つ
女
性
の
歌
で
あ
る
。
二
九

番
歌
に
お
い
て
は
逢
瀬
を
待
つ
女
の
憂
愁
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

三
五
番
歌
に
お
い
て
は
「
な
こ
そ
の
関
な
ど
据
え
て
は
お
り
ま
せ
ん
」

と
詠
む
こ
と
で
、
来
な
い
男
に
対
し
て
、
私
は
拒
ん
で
は
お
り
ま
せ
ん

の
に
ど
う
し
て
来
て
く
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
、
と
歌
っ
て
い
る
。
「
か

る
」
は
「
刈
る
」
と
「
離
る
」
の
掛
詞
で
あ
ろ
う
。
逢
う
機
会
が
無
く

な
っ
た
事
を
こ
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
首
に
お

い
て
は
相
手
の
男
は
「
足
た
ゆ
く
」
な
る
迄
通
っ
て
来
る
の
で
は
な
く
、

女
は
男
に
逢
い
た
い
と
切
望
し
て
い
る
。

す
る
と
、
こ
れ
ら
は
男
の
訪
れ
を
待
つ
事
し
か
出
来
な
い
女
で
あ
る

が
故
の
憂
愁
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、
語
句
及
び
技
巧
が
『
古
今
和
歌
集
』

の
小
町
歌
と
共
通
す
る
事
が
分
か
る
。
そ
れ
故
に
小
町
的
な
歌
で
あ
る

と
見
な
さ
れ
、
『
小
町
集
』
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

田
中
喜
美
春
氏
（
注
十
六
）
は
、
『
小
町
集
』
は
『
古
今
和
歌
集
』
及

び
『
後
撰
和
歌
集
』
所
収
の
小
町
歌
と
表
現
が
類
似
す
る
歌
を
採
歌
し
、
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と、 増
補
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
私
は
そ
こ
に
仮
名
序

に
見
え
る
よ
う
な
「
か
弱
い
小
町
」
像
の
介
在
も
関
係
し
て
い
る
と
考

え
た
い
。
そ
し
て
更
に
、
『
古
今
和
歌
集
』
『
後
撰
和
歌
集
』
の
小
町
の

歌
と
語
が
共
通
し
、
「
か
弱
い
小
町
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
歌
が
『
小
町

集
』
に
採
歌
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
「
小
町
作
歌
」
と
認
識
さ
れ
、
そ
の

中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
語
が
共
通
す
る
歌
が
『
小
町
集
』
に
採
歌
さ
れ

る
と
い
う
増
補
の
過
程
を
経
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
単
語

の
例
と
し
て
は
、

叫

か

る

iiの
ゆ
き
か
ふ
み
な
と
ち
に
な
こ
そ
の
せ
き
も
我

は
す
ゑ
ぬ
に
（
冷
泉
家
本
三
五
番
歌
、
神
宮
文
庫
本
六

0
番
歌
、
歌
仙
本
五
番
歌
）

わ
た
つ
う
み
の
叫
引
刈
は
た
れ
か
斗
引
は
て
し
世
の
人
こ
と
に
な

し
と
い
は
す
る

（
冷
泉
家
本
三
四
番
歌
、
神
宮
文
庫
本
一
七
番
歌
、
歌
仙
本
二
二
番
歌
）

に
共
通
す
る
、
「
み
る
め
」
を
「
か
る
」
と
い
う
表
現
及
び
、

か
さ
ま
A

つ
あ
ま
し
か
つ
か
は
あ
ふ
事
の
み
る
め
も
な
し
と
は
思

は
さ
ら
ま
し

と、

こ

A

あ

ま

か

ぜ

ま

ま

あ

ま

漕
ぎ
来
ぬ
や
天
の
風
間
も
待
た
ず
し
て
に
く
さ
び
か
け
る
海
人
の

釣
舟
（
冷
泉
家
本
な
し
、
神
宮
文
庫
本
な
し
、
歌
仙
本
四
四
番
歌
）

（
冷
泉
家
本
な
し
、
神
宮
文
庫
本
四
二
番
歌
、
歌
仙
本
二
六
番
歌
）

に
共
通
す
る
「
風
間
」
「
待
つ
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
「
み
る
め
」
を
「
か

る
」
に
関
し
て
は
、
こ
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
『
小
町
集
』
所
収
歌

は
共
に
そ
の
初
出
が
冷
泉
家
本
で
あ
る
為
、
ど
ち
ら
が
先
に
『
小
町
集
』

に
撰
ば
れ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
「
風
間
」
「
待
つ
」
に
つ
い
て
は
「
か

ざ
ま
A

つ
」
歌
の
『
小
町
集
』
初
出
が
神
宮
文
庫
本
で
あ
り
、
「
漕
ぎ
来

ぬ
や
」
の
歌
の
初
出
が
歌
仙
本
で
あ
る
事
か
ら
、
「
か
ざ
ま
A

つ
」
歌
の

方
が
採
歌
さ
れ
た
年
代
が
早
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
歌
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
「
み
る
め
か
る
」
の
歌
は
先
に

述
べ
た
通
り
男
の
訪
れ
が
な
い
事
を
嘆
く
歌
で
あ
り
、
「
わ
た
つ
う
み

の
」
歌
も
、
「
み
る
め
」
即
ち
逢
う
機
会
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
事
を
詠

ん
で
い
る
。
「
か
ざ
ま
A

つ
」
歌
で
は
、
「
あ
ま
」
に
例
え
ら
れ
る
男
は

海
に
潜
る
為
に
風
間
、
即
ち
風
の
絶
え
間
を
待
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る

と
す
る
。
自
分
た
ち
の
関
係
が
ほ
ん
の
か
り
そ
め
の
も
の
で
あ
る
事
を

表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
漕
ぎ
来
ぬ
や
」
の
歌
で
は
、
「
天
の
風
間

も
待
た
ず
」
荒
れ
た
海
を
や
っ
て
来
る
「
あ
ま
」
が
詠
ま
れ
て
お
り
、

障
害
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
男
が
や
っ
て
来
た
事
へ
の
喜
び
が
表
現
さ

れ
て
い
よ
う
。
故
に
こ
れ
ら
は
皆
、
男
を
待
つ
事
し
か
出
来
な
い
弱
い

存
在
で
あ
る
女
の
思
い
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
語
の
改
変

以
上
、
『
後
撰
和
歌
集
』
及
び
『
小
町
集
』
の
「
あ
ま
」
の
歌
が
「
か

弱
い
女
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
小
町
作
と
考
え
ら
れ
た
歌
と
の
表
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を
見
て
ゆ
く
。

こ
の
歌
は
歌
仙
本
で
は
、

か
ざ
ま

A

あ

ま

か

づ

あ

F

風
間
待
つ
海
人
し
潜
か
ば
逢
ふ
こ
と
の
頼
り
に
な
み
は
う
み
と

（
な
り
-
成
な
ん

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
の
傍
線
部
は
『
後
撰
和
歌
集
』
一

0
九
0
番・

歌
の
「
か
ぢ
を
糾
叫
世
を
引
叫
」
と
表
現
が
類
似
し
て
い
る
。

恐
ら
く
神
宮
文
庫
本
の
本
文
が
本
来
の
形
で
あ
り
、
「
あ
ま
」
「
み
る

め
」
と
い
う
語
の
共
通
性
に
よ
っ
て
『
小
町
集
』
に
入
れ
ら
れ
る
事
と

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
自
ら
の
身
の
憂
さ
を
嘆
く
方
が
よ
り
「
小

町
的
」
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
『
後
撰
和
歌
集
』
一
〇
九

0
番
歌
の
語

句
「
な
み
」
「
う
み
」
を
使
用
し
た
歌
に
改
変
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

次
に
、
三
種
類
の
『
小
町
集
』
全
て
に
見
え
る
長
歌
に
つ
い
て
見
て

み
よ
う
（
『
小
大
君
集
』
の
長
歌
を
参
照
併
記
す
る
）
。

（
冷
泉
家
本
な
し
、
神
宮
文
庫
本
四
二
番
歌
、
歌
仙
本
二
六
番
歌
）

現
の
共
通
性
を
持
っ
て
い
る
故
に
小
町
の
歌
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
事
を
述
べ
て
来
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
理
由
で
採
歌
さ
れ
た

歌
を
、
先
に
『
小
町
集
』
に
撰
ば
れ
て
い
た
歌
の
単
語
を
挿
入
し
て
改

変
し
、
よ
り
「
小
町
的
」
な
歌
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
以
降
、
そ
れ
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

そ
れ
で
は
ま
ず
、
右
に
記
し
た
、

か
さ
ま
A

つ
刻
剖
し
か
つ
か
は
あ
ふ
事
の
叫
引
刈
も
な
し
と
は
思

は
さ
ら
ま
し

B
 

A 

あ
し
た
つ
の
な
と
い
ひ
て
か
く
れ
た
る
ひ
と
の
あ
は
れ
な
る

な
き

こ＇ 

ひ
さ
か
た
の
そ
ら
に
た
な
ひ
く
う
き
く
も
の
う
け
る
我
身

は
露
草
の
つ
ゆ
の
心
も
ま
た
き
え
て
お
も
ふ
こ
と
の
み

ま
ろ
こ
す
け
し
け
さ
は
ま
さ
る
あ
ら
た
ま
の
と
る
と
月
日

は

A

る
の
日
の
花
の
に
ほ
ひ
も
夏
の
日
の
こ
の
し
た
風

も
秋
の
よ
の
月
の
ひ
か
り
も
ふ
ゆ
の
よ
の
し
く
れ
の
お

と
も
世
中
に
恋
も
わ
か
れ
も
う
き
こ
と
も
つ
ら
き
を
し

れ
る
我
み
こ
そ
心
に
し
み
て
そ
て
の
う
へ
の
ひ
る
と
き

も
な
く
あ
は
れ
な
り
か
く
の
み
つ
ね
に
お
も
ひ
つ
A

い

き
の
ま
つ
は
ら
い
き
た
る
に
な
か
ら
の
は
し
の
な
か
ら
へ

て
せ
に
ゐ
る
た
つ
の
な
き
わ
た
り
い
つ
か
う
き
み
の
み

く
さ
み
の
我
み
に
か
け
て
か
け
は
な
れ
い
つ
か
こ
ひ
し
き

く
も
の
う
へ
の
人
に
あ
ひ
み
て
こ
の
よ
に
は
お
も
ふ
こ
と

み

と

は

な

る

へ

き

（

冷

泉

家

本

二

五

番

歌

）

あ
し
た
つ
の
雲
ゐ
の
中
に
ま
し
り
な
は
と
い
ひ
て
う
せ
に
し

人
の
、
あ
は
れ
に
お
ほ
え
し
こ
ろ

ひ
さ
か
た
の
空
に
た
A

よ
ふ
う
き
雲
の
う
け
る
我
身
は

露
く
さ
の
露
の
命
も
ま
た
き
え
て
思
ふ
こ
と
の
み
ま
ろ

こ
す
け
し
け
さ
は
ま
さ
る
あ
ら
た
ま
の
行
年
月
の
春
の
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C 

日
の
は
な
の
匂
ひ
も
な
つ
の
日
の
木
の
下
風
も
あ
き
の

よ
の
月
の
ひ
か
り
も
冬
の
夜
の
し
く
れ
の
音
も
世
の
中

に
恋
も
わ
か
れ
も
う
き
こ
と
も
つ
ら
き
を
し
れ
る
わ
か

み
こ
そ
心
に
し
み
て
袖
の
う
ら
の
ひ
る
時
も
な
く
あ
は

れ
な
れ
か
く
の
み
つ
ね
に
お
も
ひ
つ
A

い
き
の
松
は
ら

い
き
た
る
や
な
か
ら
の
は
し
の
な
か
ら
へ
て
せ
に
ゐ
る
た

つ
の
な
き
渡
り
う
ら
こ
く
舟
の
ぬ
れ
わ
た
り
い
つ
か
う

き
み
の
み
く
さ
み
の
わ
か
身
に
か
け
て
か
け
は
な
れ
い

つ
か
恋
し
き
雲
の
う
へ
の
人
に
あ
ひ
み
て
こ
の
よ
に
は

お
も
ふ
こ
と
な
き
身
と
は
な
る
へ
き
（
神
宮
文
庫
本
五
八
番
歌
）

あ

し

た

づ

な

か

ま

「
葦
鶴
の
雲
井
の
中
に
交
じ
り
な
ば
」
な
ど
い
ひ
て
失
せ
た
る

人

の

あ

は

れ

な

る

こ

ろ

・

ひ
さ
か
た
の
空
に
た
な
び
く
浮
き
雲
の
浮
け
る
我
身
は

つ

ゆ

く

さ

き

お

も

ま

ろ

こ

露
草
の
露
の
命
も
ま
た
消
え
て
思
ふ
こ
と
の
み
丸
小

す

げ

し

げ

ゆ

と

し

菅
繁
さ
は
ま
さ
る
あ
ら
た
ま
の
行
く
年
月
は
春
の
日
の

に

11

な

つ

（

こ

）

し

た

あ

き

花
の
匂
ひ
も
夏
の
日
の
木
の
下
陰
も
秋
の
夜
の
月
の

ひ

か

り

よ

を

と

こ

ひ

わ

か

光
も
冬
の
夜
の
時
雨
の
音
も
世
の
中
に
恋
も
別
れ
も

こ
A

ろ

し

憂
き
こ
と
も
つ
ら
き
も
知
れ
る
我
身
こ
そ
心
に
染
み
て

ひ

つ

ね

袖
の
う
ら
の
干
る
時
も
な
く
あ
は
れ
な
れ
か
く
の
み
常
に

思
ひ
つ
A

生
の
松
原
い
き
た
る
に
長
柄
の
橋
の
な
が
ら

へ
て
瀬
に
ゐ
る
鶴
の
島
渡
り
浦
漕
ぐ
舟
の
濡
れ
わ
た
る

い
つ
か
憂
き
世
の
く
に
さ
み
の
わ
が
身
か
け
つ
A

か
け
は

う
へ

叫
料
—
い
つ
か
恋
し
き
雲
の
上
の
人
に
あ
ひ
見
て
こ
の
世

に
は
思
ふ
こ
と
な
き
身
と
は
な
る
べ
き
（
歌
仙
本
六
七
番
歌
）

あ
し
た
づ
の
く
も
ゐ
の
な
か
に
ま
じ
り
な
ば
、
な
ど
い
ひ
て

う
せ
た
る
人
、
あ
は
れ
に
お
も
ほ
ゆ
る
こ
ろ
、
な
が
う
た

ひ
さ
か
た
の
そ
ら
に
た
な
び
く
う
き
く
も
の
う
け
る
わ
が

身
は
つ
ゆ
く
さ
の
つ
ゆ
の
い
の
ち
も
た
ま
き
え
て
お
も

ふ
こ
と
の
み
も
ろ
こ
す
げ
し
げ
さ
ぞ
ま
さ
る
あ
ら
た
ま
の

ゆ
く
と
し
月
の
春
の
日
は
は
な
の
に
ほ
ひ
も
な
つ
の
日
も

こ
の
し
た
か
げ
も
秋
の
夜
の
つ
き
の
ひ
か
り
も
冬
の
よ
の

し
ぐ
れ
の
お
と
も
よ
の
な
か
に
こ
ひ
も
わ
か
れ
ず
う
き
こ

と
は
つ
ら
き
も
し
ら
ぬ
わ
が
身
こ
そ
こ
こ
ろ
に
し
み
て

そ
で
の
う
ら
の
ひ
る
と
き
も
な
く
あ
は
れ
な
れ
か
く
の
み

つ
ね
に
お
も
ひ
つ
つ
い
き
の
ま
つ
ば
ら
い
き
た
る
夜
な

が
ら
の
は
し
の
な
が
ら
へ
て
せ
に
ゐ
る
た
づ
の
な
き
わ
た

り
い
っ
力
う
き
よ
の
み
く
さ
の
み
わ
が
身
に
ヵ
け
て
カ

け
は
な
れ
い
つ
か
こ
ひ
し
き
く
も
の
う
へ
の
人
と
あ
ひ
見

て
こ
の
よ
に
は
思
ふ
こ
と
な
き
身
と
は
な
る
べ
き

（
『
小
大
君
集
』
一
四
二
番
歌
）

以
上
三
種
で
あ
る
。
細
か
な
異
同
は
幾
つ
か
有
り
、
例
え
ば

A
、
C
、

D
に
お
け
る
第
二
句
は
「
空
に
た
な
ぴ
く
」
で
あ
る
が
、

B
の
み
「
空

D 
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に
た
A

よ
ふ
」
と
す
る
。
ま
た
C
が
第
三
十
六
句
を
「
瀬
に
ゐ
る
鶴
の

島
渡
り
」
と
す
る
の
に
対
し
、

A
、
B
、
D
は
「
せ
に
ゐ
る
た
づ
の
な

き
わ
た
り
」
と
す
る
。
し
か
し
、
最
も
大
き
な
差
異
は
、

A
、
D
は
こ

の
第
三
十
六
句
の
次
に
「
浦
漕
ぐ
舟
の
濡
れ
わ
た
る
」
を
含
ま
な
い

点
で
あ
ろ
う
。

片
桐
洋
一
氏
は
冷
泉
家
本
『
小
町
集
』
の
解
題
に
お
い
て
、
こ
の
本

が
『
後
撰
和
歌
集
』
の
小
町
歌
を
含
ま
な
い
事
を
述
べ
、
「
こ
の
唐
草
装

飾
本
の
原
本
は
『
後
撰
集
』
か
ら
小
町
関
係
歌
を
採
歌
す
る
以
前
に
形

を
な
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
始
発
は
意
外
に
古
い
と
い

う
見
方
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
」
（
注
十
七
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
D
の

『
小
大
君
集
』
に
こ
の
歌
が
あ
る
理
由
は
、
神
宮
文
庫
本
『
小
町
集
』

の
系
統
の
本
の
末
尾
が
『
小
大
君
集
』
の
末
尾
に
誤
っ
て
付
け
ら
れ
た

為
で
あ
る
（
注
十
八
）
。
『
小
大
君
集
』
の
増
補
部
分
を
除
く
末
尾
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

…

長

歌

（

前

出

）

・

・

・

(

-

四

二

番

歌

）

お
き
の
ゐ
て
身
を
や
く
よ
り
も
わ
び
し
き
は
み
や
こ
し
ま
へ
の
わ

か

れ

な

り

け

り

（

一

四

三

番

歌

）

よ
ひ
よ
ひ
の
ゆ
め
の
た
ま
し
ひ
あ
し
た
か
く
あ
り
か
で
ま
た
ん
と

ぶ

ら

ひ

に

こ

よ

(

-

四

四

番

歌

）

み
る
め
か
る
あ
ま
の
ゆ
き
き
の
み
な
と
ぢ
に
な
こ
そ
の
せ
き
も
わ

れ

は

す

ゑ

ぬ

に

（

一

四

五

番

歌

）

だ
い
ご
の
御
と
き
に
、
日
で
り
の
し
け
れ
ば
、
あ
ま
ご
ひ

の
う
た
よ
む
べ
き
せ
ん
じ
あ
り
て

ち
は
や
ぶ
る
神
も
み
ま
さ
ば
た
ち
さ
わ
ぎ
あ
ま
の
と
が
は
の
ひ
ぐ

ち

あ

け

た

べ

(

-

四

六

番

歌

）

や
り
水
に
さ
く
ら
の
は
な
な
が
る
る
を
見
て

た
き
の
み
づ
こ
の
も
と
ち
か
く
な
が
れ
ず
は
う
た
か
た
は
な
を
あ

（
一
四
七
番
歌
）

り
と
見
ま
し
や

小
大
君
父
母
不
詳

三
条
院
春
宮
之
時
女
蔵
人
左
近

こ
れ
に
対
し
て
、
神
宮
文
庫
本
『
小
町
集
』
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

…
長
歌
（
前
出
）

．．． 

（
五
八
番
歌
）

よ
ひ
／
＼
に
夢
の
手
枕
あ
し
た
か
く
あ
り
と
て
又
も
と
ふ
ら
ひ
に

こ

よ

（

五

九

番

歌

）

み
る
め
か
る
あ
ま
の
ゆ
き
A

の
み
な
と
ち
に
な
こ
そ
の
せ
き
も
我

す

へ

な

く

に

（

六

0
番
歌
）

た
い
こ
の
御
時
に
、
日
て
り
の
し
け
れ
は
、
あ
ま
こ
ひ
の

う
た
よ
む
へ
き
せ
ん
し
に

千
は
や
ふ
る
神
も
み
ま
さ
は
た
ち
さ
は
き
あ
ま
の
と
か
は
の
ひ
く

ち

あ

け

た

へ

（

六

一

番

歌

）

滝
の
水
こ
の
も
と
ち
か
く
な
か
れ
す
は
う
た
か
た
花
を
あ
わ
と
み

ま

し

や

（

六

二

番

歌

）

こ
れ
は
『
小
大
君
集
』
一
四
三
番
歌
の
、

お
き
の
ゐ
て
身
を
や
く
よ
り
も
わ
び
し
き
は
み
や
こ
し
ま
へ
の
わ
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（
『
後
撰
和
歌
集
』
恋
三
、
七
七
九
番
歌
、
『
小
町
集
』
冷
泉
家
本
な
し
、

か
れ
な
り
け
り

以
外
は
全
て
神
宮
文
庫
本
『
小
町
集
』
と
重
複
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
一
四
三
番
歌
は
『
古
今
和
歌
集
』
墨
滅
歌
(
―

1
0
四
）
に
小
町

作
と
し
て
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
故
に
原
『
小
町
集
』
に
は

存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
書
き
写
さ
れ
る
過
程
で
落
と

さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
現
在
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
る

と
『
小
大
君
集
』
が
断
片
的
に
伝
え
る
神
宮
文
庫
本
『
小
町
集
』
は
現

存
す
る
神
宮
文
庫
本
『
小
町
集
』
よ
り
も
古
い
姿
を
伝
え
て
い
る
貴
重

な
逸
文
で
あ
る
と
い
う
事
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
事
か
ら
、
長
歌
に
お
け
る
「
浦
漕
ぐ
舟
の
ぬ
れ
わ
た
り
」

の
二
句
を
欠
い
た
形
の
方
が
古
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
浦
漕
ぐ
舟
」

の
語
は
『
後
撰
和
歌
集
』
の
次
の
小
町
の
歌
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ

だ

お

と

こ

（

も

の

お

も

ひ

は

べ

り

）

こ

ろ

定
め
た
る
男
も
な
く
て
、
物
思
侍
け
る
頃

す

r
-

（
う
み
）

あ
ま
の
住
む
浦
漕
ぐ
舟
の
か
ぢ
を
な
み
世
を
海
わ
た
る
我
ぞ

（
か
な
し
）
悲

き
（
『
後
撰
和
歌
集
』
雑
一
、
一

0
九
0
番
歌
、
『
小
町
集
』
冷
泉
家
本
な
し
、

神
宮
文
庫
本
五
二
番
歌
、
歌
仙
本
三
三
番
歌
）

ま
た
、
「
ぬ
れ
わ
た
り
」
も
同
じ
く
『
後
撰
和
歌
集
』
の
小
町
の
歌
、

お

と

こ

け

し

き

男
の
気
色
を
や
う
／
＼
つ
ら
げ
に
見
え
け
れ
ば
小
町

の

ひ

と

カ

心
か
ら
う
き
た
る
州
に
乗
り
そ
め
て
一
日
も
浪
に
濡
れ
ぬ
日
ぞ
な

き

神
宮
文
庫
本
四
七
番
歌
、
歌
仙
本
二
番
歌
）

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
の
A
S
D
の
長
歌
は
、
冒
頭
か
ら
二
十
九
句
目
の
「
あ
は

れ
な
れ
」
迄
は
五
七
調
で
あ
る
が
、
三
十
句
目
の
「
か
く
の
み
常
に
」

か
ら
は
七
五
調
に
変
化
す
る
の
で
、
元
々
は
二
十
九
句
目
迄
で
終
わ
っ

て
い
た
も
の
を
後
人
が
増
補
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
（
注
十
九
）

③
「
く
に
さ
み
の
」

次
に
、
長
歌
A
S
C
に
見
え
る
「
く
に
さ
み
の
」
「
み
く
さ
み
の
」
と

い
う
語
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
「
く
に
さ
み
の
」
を
『
和
歌
文
学
大

系
』
の
脚
注
は
末
詳
と
す
る
が
、
片
桐
洋
一
氏
は
「
に
く
さ
び
の
」
の

誤
写
と
解
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
（
注
二
十
）
。
「
に
く
さ
び
」
は
歌

仙
本
『
小
町
集
』
に
一
例
、

こ

A

あ

ま

か

ぜ

ま

ま

あ

ま

漕
ぎ
来
ぬ
や
天
の
風
間
も
待
た
ず
し
て
に
く
さ
び
か
け
る
海
人
の

釣
舟
（
冷
泉
家
本
な
し
、
神
宮
文
庫
本
な
し
、
歌
仙
本
四
四
番
歌
）

が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
歌
仙
本
に
し
か
見
え
な
い
事
か
ら
、

長
歌
の
「
く
に
さ
み
」
を
「
に
く
さ
び
」
と
解
し
て
増
補
し
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
に
く
さ
び
」
の
語
は
、
『
八
雲
御
抄
』
巻
第
三
に
、
「
に
く
さ
ひ
海

舟
に
か
く
る
物
也
」
と
あ
り
、
「
荷
楔
」
と
漢
字
を
当
て
る
事
が
出
来
る

で
あ
ろ
う
。
大
槻
文
彦
氏
の
『
大
言
海
改
訂
版
』
（
注
二
十
一
）
に
は
、
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に
く
さ
び
（
名
）
（
荷
楔
ノ
義
ニ
テ
モ
ア
ル
カ
ト
云
フ
）
船

ノ
雨
ノ
舷
ヲ
、
藁
ニ
テ
包
ミ
カ
コ
ヒ
テ
、
波
ヲ
避
ク
ル
モ
ノ
ニ
テ
、

今
モ
、
肥
後
ニ
テ
ハ
云
フ
ト
云
フ
。
ニ
ク
サ
ミ
。
（
後
略
）

に
く
さ
み
（
名
）
前
條
ノ
語
二
同
ジ
。
（
後
略
）

と
あ
り
、
「
に
く
さ
び
」
と
「
に
く
さ
み
」
が
同
じ
も
の
で
あ
る
事
が
解

る
。
す
る
と
「
く
に
さ
み
」
と
い
う
語
は
「
に
く
さ
み
」
の
「
に
」
と
．

「
く
」
が
転
倒
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
語
が
詠
み
込
ま
れ
た
和
歌
と
し
て
は
『
万
代
和
歌
集
』
に
、

か

な

に

は

が

た

ふ

ね

う

な

み

わ

に
く
さ
み
ぞ
掛
く
べ
か
り
け
る
難
波
潟
舟
打
つ
波
に
い
こ
そ
寝
ら

れ

ね

（

雑

四

、

三

四

0
一
番
歌
、
能
因
法
師
）

が
あ
る
が
、
『
能
因
法
師
集
』
に
は
こ
の
箇
所
は
、

津
の
か
み
や
す
ま
さ
の
朝
臣
と
な
に
は
え
に
同
船
に
て
詠
み

け
る

叫
と
ぞ
か
く
べ
か
り
け
る
難
波
潟
船
う
つ
浪
に
い
こ
そ
ね
ら

れ

ね

(

-

五

五

番

歌

）

と
な
っ
て
い
る
。

右
の
諸
例
か
ら
、

A
、
B
の
「
み
く
さ
み
の
」
や
D
の
「
み
く
さ
の

み
」
は
「
に
く
さ
み
の
」
の
単
な
る
誤
写
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
「
浦
漕
ぐ
舟
の
ぬ
れ
わ
た
り
」
を
欠
い
た
形
が
こ
の
歌
の
原

型
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
箇
所
は
元
々
「
に
く
さ
み
の
」
で
は
な
か

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
「
に
く
さ
み
」
は
「
船
」
の
語
が
あ
っ
て
初
め
て

意
味
を
持
つ
語
で
あ
る
。
「
に
く
さ
み
」
及
び
そ
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る

は

る

さ

ら

ば

み

く

さ

の

う

へ

に

お

く

し

も

の

春

去

者

水

草

之

上

が

置

霜

乃

語
の
用
例
が
『
古
今
和
歌
集
』
『
後
撰
和
歌
集
』
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
見

え
な
い
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
『
能
因
法
師
集
』

こ
ま
、

,
U
,
J
 

鬱

町

尻

夢
に
小
野
小
町
わ
か
を
か
た
る
、
そ
の
こ
と
葉
に
い
は
く

ま
て
と
い
ひ
し
と
き
よ
り
か
ね
て
あ
か
な
く
に
か
へ
ら
ん
君
と
な

げ

き

し

も

の

を

（

六

三

番

歌

）

と
あ
り
、
そ
の
次
に
、

代
旧
詠
之

よ
そ
に
こ
そ
や
へ
の
し
ら
く
も
と
思
ひ
し
か
ふ
た
り
が
中
に
は
や

立
ち
に
け
り

（
六
四
番
歌
、
『
小
町
集
』
冷
泉
家
本
九
番
歌
、
神
宮
文
庫
本
八
番
歌
、

歌
仙
本
九
番
歌
）

と
、
『
小
町
集
』
に
見
え
る
歌
を
載
せ
て
い
る
。
故
に
能
因
は
『
小
町
集
』

を
享
受
し
、
「
漕
ぎ
来
ぬ
や
」
の
歌
か
ら
連
想
し
て
「
に
く
さ
み
」
と
い

う
語
を
使
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
で
は
こ
の
箇
所
は
、
元
々
ど
の
よ
う
な
語
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
を
私
は
、
長
歌
D
の
形
、
即
ち
「
み
く
さ
の
み
」
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
「
み
く
さ
」
の
語
は
、

い

に

し

へ

の

ふ

る

き

つ

つ

み

は

と

し

ふ

か

み

昔

者

之

晉

堤

者

年

深

み

く

さ

お

ひ

に

け

り

水
草
生
家
里

（
巻
三
、
三
七
八
番
歌
）

け

つ

つ

も

あ

れ

は

こ

ひ

わ

た

る

か

も

消
乍
毛
我
者
患
度
鴨

（巻十、

一九
0
八
番
歌
）
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等
と
『
萬
葉
集
』
に
見
え
、
水
辺
に
生
え
る
草
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の

語
は
平
安
期
以
降
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
、
『
古
今
和
歌
集
』
に
は
、

A

ど

い

た

し

さ

と

A

（

ほ

）

＜

み

Y
さ

わ
が
門
の
板
井
の
清
水
里
と
を
み
人
し
汲
ま
ね
ば
水
草
お
ひ
に

け

り

（

神

遊

ぴ

の

歌

、

一

〇

七

九

番

歌

）

い
け

と
あ
り
、
『
源
氏
物
語
』
夕
顔
の
巻
に
も
、
「
み
な
秋
の
野
ら
に
て
、
池
も

み

Y⇒
l

う
づ

水
草
に
埋
も
れ
た
れ
ば
」
と
見
え
る
。
こ
の
「
み
く
さ
」
の
語
だ
と
見

る
と
、
長
歌
の
こ
の
箇
所
は
「
い
つ
か
引
剖
よ
の
水
草
の
み
サ
洲
・

剃
に
か
け
て
」
と
な
り
、
『
古
今
和
歌
集
』
九
三
八
番
歌
、

ね

さ

そ

わ
び
ぬ
れ
ば
身
を
う
き
草
の
根
を
た
え
て
誘
ふ
水
あ
ら
ば
去
な
む

（
お
も
ふ
）

と

ぞ

思
（
『
古
今
和
歌
集
』
雑
下
、
九
三
八
番
歌
『
小
町
集
』
冷
泉
家
本
二
番

歌
、
神
宮
文
庫
本
三
一
番
歌
、
歌
仙
本
三
八
番
歌
）

や
、
『
小
町
集
』
所
収
歌
、

あ
や
め
草
人
に
ね
た
ゆ
と
お
も
ひ
し
は
我
身
の
う
き
に
お
ふ
る
な

り
け
り
（
冷
泉
家
本
一
番
歌
、
神
宮
文
庫
本
一
番
歌
、
歌
仙
本
四
五
番
歌
）

と

の

関

係

が

窺

わ

れ

る

こ

と

と

な

る

の

で

あ

る

。

．

「
菖
蒲
草
」
の
歌
は
「
ね
」
に
便
り
と
い
う
意
味
の
「
音
」
と
「
根
」
、

「
う
き
」
に
泥
深
い
所
と
い
う
意
味
の
「
塑
」
と
「
憂
き
」
を
掛
け
て

い
る
。
「
塑
」
は
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
、

うつき

あ
し
料
は
ふ
引
引
は
う
へ
こ
そ
つ
れ
な
け
れ
し
た
は
え
な
ら
ず
お

も

ふ

こ

こ

ろ

を

（

一

六

八

八

）

何
ご
と
も
い
は
れ
ざ
り
け
り
身
の
引
引
は
お
ひ
た
る
あ
し
の
村
の

み

な

が

れ

て

（

一

六

八

九

）

あ
し
の
料
の
よ
わ
き
心
は
引
剣
こ
と
に
ま
づ
を
れ
ふ
し
て
槻
ぞ
な

が

れ

け

る

（

一

六

九

0
)

と
い
う
用
例
が
見
え
、
何
れ
も
葦
の
「
根
」
と
共
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、

う

へ

は

ぺ

う

へ

村
上
御
時
、
上
に
の
ぼ
り
て
侍
り
け
る
に
、
上
お
ほ
と
の
ご

か

へ

（

お

）

も
り
に
け
れ
ば
帰
り
を
り
て
よ
み
侍
り
け
る
斎
宮
女
御

ぬ

か
く
れ
沼
に
お
ふ
る
あ
や
め
の
引
引
料
し
て
は
て
は
つ
れ
な
く
な

こ
A

ろ

る
心
か
な
（
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
雑
一
、
八
七
一
番
歌
）

つ

ぼ

わ

な

ら

（

は

ぺ

り

）

局
並
び
に
す
み
侍
け
る
こ
ろ
、
五
月
六
日
も
ろ
と
も
に

あ

し

た

わ

な
が
め
明
か
し
て
、
朝
に
な
が
き
根
を
つ
A

み
て
、
紫
式
部

に

つ

か

は

し

け

る

上

東

門

院

小

少

将

ぐ

さ

け

ふ

な
べ
て
世
の
引
剖
に
な
か
る
A

あ
や
め
草
今
日
ま
で
か
A

る
料
は

み

い
か
ゞ
見
る
（
『
新
古
今
和
歌
集
』
夏
、
二
ニ
三
番
歌
、
小
少
将
）

の
よ
う
に
菖
蒲
を
詠
む
際
に
菖
蒲
の
「
ね
」
と
共
に
掛
詞
と
し
て
詠
ま

れ
て
い
る
例
も
見
え
る
。

こ
の
歌
は
『
古
今
和
歌
集
』
九
三
八
番
歌
と
「
身
」
「
う
き
」
「
根
」

と
云
う
語
が
共
通
し
、
ま
た
『
古
今
和
歌
集
』
の
小
町
歌
―
一
三
番
歌
、

六
二
三
番
歌
、
七
八
二
番
歌
、
八
二
二
番
歌
に
見
え
る
「
我
が
身
」
と

い
う
語
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
事
、
そ
し
て
心
が
離
れ
て
ゆ
く
男
の
事

を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
か
ら
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
小
町
評
で
あ
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る
「
哀
れ
な
る
様
に
て
、
強
か
ら
ず
」
及
び
「
好
き
女
の
悩
め
る
所
有

る
に
似
た
り
」
に
当
て
は
ま
り
、
そ
れ
故
に
『
小
町
集
』
に
採
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
歌
で
あ
る
。
冷
泉
家
本
及
び
神
宮
文
庫
本
『
小
町
集
』

に
巻
頭
歌
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
は
、
「
我
が
身
」
を

詠
む
「
あ
や
め
草
」
の
歌
が
小
町
真
作
歌
以
上
に
「
小
町
的
」
で
あ
っ

た
事
が
窺
わ
れ
よ
う
。

想
像
を
退
し
く
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
長
歌
の
「
水
草
」
と
は
水
辺
に

生
え
る
菖
蒲
を
指
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
す
る
と
「
い
つ
か
う

き
よ
の
水
草
の
み
わ
が
身
に
か
け
て
」
の
「
う
き
」
は
「
菖
蒲
草
」

う
き

の
歌
と
同
じ
く
、
泥
を
意
味
す
る
「
塑
」
と
「
憂
き
」
の
掛
詞
で
、
「
み

く
さ
」
に
は
「
水
草
」
と
、
憂
き
世
を
見
る
と
い
う
意
味
の
「
見
」
が

掛
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
る
と
「
憂
き
事
ば
か
り
を
見

う
書

せ
る
こ
の
世
で
、
塑
に
生
え
る
水
草
だ
け
を
自
分
の
身
に
か
け
て
」
と

解
す
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
恐
ら
く
本
来
の
姿
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
が
「
浦
漕
ぐ
舟
の
ぬ
れ
わ
た
り
」
と
い
う
『
後
撰
和

歌
集
』
小
町
歌
の
語
句
の
増
益
か
ら
舟
の
縁
語
で
あ
る
「
に
く
さ
び
」

と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
元
々
こ
の
長
歌
は
詞
書
に

あ
る
よ
う
に
自
分
の
前
か
ら
姿
を
消
し
た
男
を
「
あ
は
れ
」
と
思
う
女

の
気
持
ち
が
綴
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
男
を
待
つ
女
の
哀
し
み
を
詠
ん

で
い
る
故
に
「
小
町
的
」
な
も
の
と
さ
れ
て
採
歌
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
長
歌
を
よ
り
「
小
町
的
」
な
も
の
と
す
る

為
に
、
『
後
撰
和
歌
集
』
の
小
町
の
歌
の
単
語
「
浦
漕
ぐ
舟
の
ぬ
れ
わ

た
り
」
を
挿
入
し
て
「
憂
き
」
と
い
う
単
語
に
よ
り
深
い
意
味
を
持
た

せ
、
歌
の
世
界
を
広
げ
る
と
い
う
事
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

但
し
、
『
相
模
集
』
に
、

…
（
前
略
）
の
な
か
の
み
づ
も
い
と
ど
し
く
み
く
さ
の
み
ゐ

て
た
え
ぬ
れ
ど
よ
し
や
汎
川
寸
も
：
・
（
後
略
）
（
五
九
三
番
歌
）

と
、
こ
の
長
歌
の
原
型
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
類
似
し
た
表
現
が
あ
る

長
歌
が
見
え
、
そ
の
中
に
は
「
と
こ
の
う
ら
の
ひ
る
ま
も
み
え
ず
」

や
「
身
を
う
き
ふ
ね
と
こ
が
れ
つ
つ
ゆ
く
へ
も
し
ら
ぬ
心
ち
し

て
」
と
い
う
表
現
も
あ
る
こ
と
か
ら
『
小
町
集
』
の
長
歌
の
影
響
が
窺

え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
に
お
い
て
は
「
み
く
さ
」
と
「
身
を
う
き

船
」
が
併
存
し
て
お
り
、
「
に
く
さ
み
（
び
）
」
の
語
が
さ
ほ
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
も
の
で
あ
る
為
に
、
「
浦
こ
ぐ
船
の
ぬ
れ
わ
た
り
」
を
挿
入
し

た
後
も
こ
の
箇
所
を
「
み
く
さ
」
と
理
解
す
る
事
が
行
わ
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
次
第
か
ら
『
小
町
集
』
の
「
あ
ま
」
の
歌
の
増
補
は
次
の
よ

う
に
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
ず
『
古
今
和
歌
集
』
『
後
撰
和
歌
集
』

の
「
あ
ま
」
を
詠
ん
だ
小
町
歌
三
首
と
語
の
共
通
性
を
持
ち
、
「
あ
は
れ

な
る
や
う
に
て
、
つ
よ
か
ら
ず
」
と
い
う
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
に

描
か
れ
た
小
町
像
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
内
容
を
持
つ
歌
を
「
小
町
的
」

な
も
の
と
見
な
し
て
『
小
町
集
』
に
採
歌
す
る
事
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
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て
撰
ば
れ
た
歌
の
中
の
単
語
が
ま
た
「
小
町
的
」
な
単
語
と
見
な
さ
れ

て
新
た
な
歌
を
撰
ぶ
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て

撰
ば
れ
た
歌
は
、
時
に
は
よ
り
「
小
町
的
」
と
な
る
よ
う
に
語
句
を
改

変
さ
れ
て
『
小
町
集
』
に
入
れ
ら
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
こ
と
を
繰
り

返
す
事
に
よ
っ
て
『
小
町
集
』
に
多
く
の
「
あ
ま
」
の
歌
が
入
れ
ら
れ

て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
小
町
の
イ
メ
ー
ジ
と
「
あ
ま
」

そ
れ
で
は
何
故
、
『
小
町
集
』
に
「
あ
ま
」
と
い
う
語
を
詠
ん
だ
歌
が

こ
れ
程
迄
に
多
い
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
第
一
に
、
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
小
町
の
「
あ
ま
」
の
歌
二

首
が
題
詠
及
び
宴
席
詠
で
あ
っ
た
為
、
他
の
小
町
歌
と
異
な
る
姿
勢
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
事
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
『
古
今
和
歌
集
』
所
収
歌
か

ら
読
み
取
れ
る
小
町
像
は
、
夢
の
逢
い
を
求
め
我
が
身
の
容
色
と
人
の

心
の
移
ろ
い
を
嘆
き
、
憂
愁
に
沈
む
姿
で
あ
り
、
こ
れ
は
女
で
あ
る
事

の
哀
し
さ
を
体
現
し
た
歌
と
な
っ
て
い
る
。
故
に
小
町
は
、
「
あ
ま
」
の

歌
に
お
い
て
も
相
手
に
逢
う
事
を
拒
絶
す
る
の
で
は
な
く
、
心
が
離
れ

て
ゆ
く
相
手
へ
の
嘆
き
を
詠
む
べ
き
だ
と
後
の
人
々
は
考
え
た
で
あ
ろ

う
。
「
哀
れ
な
る
様
に
て
、
強
か
ら
ず
」
と
言
わ
れ
る
女
性
が
詠
む
の
で

あ
れ
ば
、
男
を
椰
楡
す
る
歌
よ
り
も
来
ぬ
男
を
待
ち
続
け
る
歌
の
方
が

相
応
し
い
の
で
あ
る
。
故
に
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
「
あ
ま
」
の
歌
に
に

お
け
る
態
度
を
修
正
し
、
本
来
在
る
べ
き
姿
を
詠
み
込
ん
だ
歌
と
し
て

多
く
の
「
あ
ま
」
を
詠
ん
だ
歌
が
『
小
町
集
』
に
撰
ば
れ
た
の
で
は
な

ヽ
~し゚
カま
た
、
「
あ
ま
」
及
び
海
辺
の
情
景
に
対
す
る
当
時
の
認
識
が
反
映
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
、
「
あ
ま
」
は
寄
る
辺
な
き
存
在
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
海
の
上

で
危
険
な
作
業
を
行
う
故
で
あ
る
と
共
に
、
以
下
の
よ
う
な
要
素
も
指

摘
で
き
る
。
時
代
は
下
る
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
下
巻
、
「
遊
女
」
の
項
に
、

白
波
の
寄
す
る
な
ぎ
さ
に
世
を
す
ぐ
す
海
人
の
子
な
れ
ば
宿
も
さ

だ

め

ず

．

（

七

ニ

一

番

、

海

人

詠

）

と
あ
り
、
海
人
と
い
う
も
の
が
海
浜
で
あ
て
ど
な
く
生
き
る
存
在
で
あ

る
事
、
ま
た
海
人
と
遊
女
と
の
関
わ
り
を
も
読
み
取
る
事
が
出
来
る
。

遊
女
は
、
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
所
収
の
江
以
言
「
見
遊
女
」
（
二
三
八
）
に
、

維
舟
門
前
、
遅
客
河
中
0

• 

と
あ
る
か
ら
、
海
人
と
同
じ
く
舟
の
上
で
生
き
る
女
性
で
あ
っ
た
事
が

解
る
。そ
し
て
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
海
人
詠
」
（
下
、
七
ニ
ー
番
）
は
『
源
氏

物
語
』
夕
顔
帖
に
も
、
ヘ

だ

お

も

「
つ
き
せ
ず
隔
て
た
ま
へ
る
つ
ら
さ
に
、
あ
ら
は
さ
じ
と
思
ひ
つ

な

る
も
の
を
。
い
ま
だ
に
名
の
り
し
給
へ
。
い
と
む
く
つ
け
し
」
と

あ

ま

の
給
へ
ど
、
「
海
人
の
子
な
れ
ば
」
と
て
さ
す
が
に
う
ち
と
け
ぬ
さ

（

し

）

ま
、
い
と
あ
ひ
だ
れ
た
り
。
（
依
拠
本
、
一
・
―
二
0
頁）

と
引
か
れ
て
お
り
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
よ
り
も
早
い
時
期
に
こ
の
歌
が
人
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ロ
に
謄
炎
し
て
い
た
事
を
窺
わ
せ
る
。
石
橋
敏
男
氏
は
『
小
町
集
』
の

原
型
の
成
立
を
西
暦
一

0
0八
年
頃
と
推
定
す
る
（
注
二
十
二
）
が
、
す

る
と
そ
の
時
点
で
「
あ
ま
」
と
い
う
語
は
寄
る
辺
な
い
身
の
上
を
想
起

さ
せ
る
語
と
理
解
さ
れ
て
い
た
と
見
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

し
て
そ
れ
は
、
「
海
」
「
浮
き
」
と
い
う
単
語
と
の
掛
詞
に
よ
っ
て
詠
み

込
ま
れ
る
「
憂
」
の
語
と
相
侯
っ
て
寄
る
辺
な
い
女
の
身
の
は
か
な
さ
、

辛
さ
を
想
起
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
小
町
は
、
男
の
心
変

わ
り
を
嘆
く
歌
や
「
さ
そ
ふ
水
」
に
身
を
委
ね
て
何
処
へ
な
り
と
も
流

さ
れ
て
ゆ
こ
う
と
詠
ん
だ
歌
を
作
っ
て
い
る
。
故
に
、
「
寄
る
辺
の
な
い

女
」
と
見
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
『
後
撰
和
歌
集
』
一

0
九
0
番
歌

の
詞
書
が
、
「
定
め
た
る
男
も
な
く
て
、
物
思
侍
り
け
る
頃
」
で
あ
る
の

は
、
そ
う
し
た
認
識
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
海
辺
は
男
と
巧
く
行
か
な
か
っ
た
女
が
隠
れ
住
む
場
所
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
当
時
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
源
氏
物
語
』
帯
木

帖
の
雨
夜
の
品
定
め
に
お
い
て
左
馬
頭
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

み

し

え
ん

（
前
略
）
艶
に
も
の
は
ぢ
し
て
、
う
ら
み
言
ふ
べ
き
こ
と
を
も
見
知

し

の

う

へ

こ

こ

ろ

ら
ぬ
さ
ま
に
忍
び
て
、
上
は
つ
れ
な
く
み
さ
を
づ
く
り
、
心
ひ
と

（

お

も

ひ

）

い

か

た

こ

と

は

つ
に
思
あ
ま
る
時
は
、
言
は
ん
方
な
く
す
ご
き
言
の
葉
、
あ
は

う

た

よ

（

お

）

か

た

み

ふ

か

れ
な
る
歌
を
詠
み
を
き
、
し
の
ば
る
べ
き
形
見
を
と
ゞ
め
て
、
深

ざ

と

ば

な

．

う

み

か

く

（

を

）

き
山
里
、
世
離
れ
た
る
海
づ
ら
な
ど
に
は
ひ
隠
れ
ぬ
る
お
り
か
し
。

わ

ら

は

（

は

ぺ

り

）

が

た

り

よ

き

A

童
に
侍
し
と
き
、
女
房
な
ど
の
物
語
読
み
し
を
聞
き
て
、

（
後
略
）

．．． 

（
依
拠
本
、
一
•
四
一
頁
）

こ
こ
か
ら
は
、
『
源
氏
物
語
』
以
前
の
物
語
に
お
い
て
、
「
深
き
山
里
」

と
共
に
「
世
離
れ
た
る
海
づ
ら
」
が
女
の
隠
遁
す
る
場
所
で
あ
っ
た
と

い
う
事
が
読
み
取
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
あ
ま
」
と
海
辺
に
関
す
る
認
識
も
「
あ
ま
」
の
歌

の
増
補
に
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、
『
小
町
集
』
の
「
あ
ま
」
の
歌
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
『
古
今

和
歌
集
』
の
、
題
詠
や
宴
席
で
詠
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
「
あ
ま
」
の
歌
二

首
が
彼
女
の
真
情
と
し
て
享
受
さ
れ
た
が
故
に
、
伝
説
的
な
小
町
像
が

作
り
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
謡
曲
に
見
ら
れ
る
「
拒

む
女
」
と
し
て
の
小
町
で
あ
っ
た
。

し
か
し
一
方
、
和
歌
の
世
界
で
は
「
哀
れ
な
る
様
に
て
、
強
か
ら
ず
」

と
い
う
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
で
提
起
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
、

「
か
弱
い
女
」
「
待
つ
女
」
の
小
町
像
が
出
来
上
が
り
、
『
小
町
集
』
に

お
い
て
そ
れ
を
反
映
し
た
多
く
の
歌
が
増
補
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。

「
あ
ま
」
の
歌
に
見
え
る
彼
女
の
矛
盾
し
た
二
つ
の
顔
は
、
享
受
に

よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注
注
一
…
冷
泉
家
本
『
小
町
集
』
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
冷
泉
家
時
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う
ら

と
な
っ
て
い
る
。
歌
仙
本
は
「
人
の
わ
り
な
く
恨
む
る
に
」
と
い
う
詞
書
を

持
つ
。

注
六
：
・
神
宮
文
庫
本
は
詞
書
を
持
た
ず
、
歌
仙
本
は
「
さ
だ
ま
ら
ず
あ
は
れ
な
る

な
げ

身
を
嘆
き
て
」
と
い
う
詞
書
を
持
つ
。

注
七
・
・
・
た
だ
し
、
七
例
目
に
出
し
た
「
春
の
日
の

．．． 
」
の
歌
は
歌
仙
本
に
お
い

て
、
当
初
の
本
体
部
で
は
な
い
、
「
他
本
歌
」
か
ら
の
増
補
と
し
て
あ
る
十
一

首
中
の
一
首
で
あ
る
。

注
八
…
「
み
る
め
」
の
語
に
は
容
貌
の
意
味
も
あ
り
、
故
に
次
の
注
九
で
掲
げ
る

竹
岡
正
夫
氏
の
分
類
の

B
(
a
)
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
み
る
め
な
き
」
を

「
見
ど
こ
ろ
も
な
き
み
に
く
き
わ
が
身
」
と
す
る
解
釈
も
あ
る
が
、
『
古
今
和

ん あ
ま
の
住
里
の
し
る
へ
に
あ
ら
ね
と
も
う
ら
み
ん
と
の
み
人
の
い
ふ
ら

雨
亭
文
庫
編
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
十
巻
『
平
安
私
家
集
』
七
（
朝
日

新
聞
社
、
一
九
九
九
年
）
の
解
題
（
片
桐
洋
一
氏
）
に
よ
っ
た
。

注
二
…
杉
谷
寿
郎
「
歌
人
・
小
野
小
町
—
勅
撰
集
と
家
集
ー
」
（
『
解
釈
と
鑑
賞
』

60巻

8
号
、
一
九
九
五
年
八
月
）

注
三
…
以
下
の
歌
の
表
記
は
、
典
拠
を
示
し
た
最
初
の
歌
集
に
よ
っ
た
。

つ

わ

く

注
四
…
神
宮
文
庫
本
は
「
つ
ね
に
う
ら
む
る
人
に
」
、
歌
仙
本
は
「
常
に
来
れ
ど
、

あ

を

ん

な

う

ら

え
逢
は
ぬ
女
の
、
恨
む
る
人
に
」
と
い
う
詞
書
を
持
つ
。

注
五
：
・
神
宮
文
庫
本
本
の
本
文
は
「
お
な
し
こ
ろ
」
（
そ
の
前
に
位
置
す
る
「
み

る
め
な
き
」
の
歌
と
同
じ
時
期
に
作
ら
れ
た
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
）
と
い
う

詞
書
を
持
ち
、
本
文
は
、

歌
集
』
に
お
け
る
「
み
る
め
」
の
用
例
は
全
て
「
逢
う
機
会
」
の
意
で
使
用

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

お

ほ

か

た

な

み

な

と

す

く

大
方
は
わ
が
名
も
水
門
こ
ぎ
い
で
な
む
世
を
う
み
べ
た
に
見
る
め
少
な

し

（
『
古
今
和
歌
集
』
六
六
九
番
歌
、
よ
み
人
し
ら
ず
）

あ
る
所
に
近
江
と
い
ひ
け
る
人
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

し

ほ

み

き

潮
満
た
ぬ
海
と
聞
け
ば
や
世
と
と
も
に
み
る
め
な
く
し
て
年
の
へ
ぬ
ら

ん

（

『

後

撰

和

歌

集

』

五

二

八

番

歌

）

せ

う

そ

こ

ち

A

は
A

せ
い

消
息
し
ば
／
ヽ
つ
か
は
し
け
る
を
、
父
母
侍
て
、
制
し
侍
け
れ
ば
、

ぁ

え

逢

ひ

侍

ら

で

源

善

の

朝

臣

（

か

た

）

え

（

が

な

）

ゆ

あ
ふ
み
て
ふ
方
の
し
る
べ
も
得
て
し
哉
見
る
め
な
き
こ
と
行
き
て

う

ら

み

ん

（

『

後

撰

和

歌

集

』

八

五

八

番

歌

、

源

善

）

の
よ
う
に
『
古
今
和
歌
集
』
『
後
撰
和
歌
集
』
の
「
み
る
め
な
き
」
の
語
と
、

そ
れ
に
類
似
し
た
語
は
全
て
「
逢
う
機
会
」
の
み
の
意
味
し
か
持
た
な
い
事

か
ら
、
こ
こ
で
も
「
逢
う
機
会
」
の
意
味
と
し
た
。

注
九
…
竹
岡
正
夫
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
下
（
右
文
書
院
、
一
九
七
六
年
）

注
十
…
同
右

注
十
一
…
片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
中
（
講
談
社
、
一
九
九
八
年
）

注
十
二
…
小
沢
正
夫
、
松
田
成
穂
校
注
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

11
『
古
今
和

歌
集
』
（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）

注
十
三
・
・
・
木
戸
久
二
子
「
伊
勢
物
語
の
古
注
に
お
け
る
小
野
小
町
」
（
『
中
古
文

学
論
孜
』
第
十
一
号
、
一
九
九

0
年）
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改
訂
版
』
（
富
山
房
、
一
九
五
六
年
）

注
十
四
：
・
片
桐
洋
一
『
小
野
小
町
追
跡
』
（
笠
間
書
房
、
一
九
七
五
年
）

注
十
五
：
•
佐
藤
卓
司
「
歌
謡
的
和
歌
と
歌
の
場
（
推
論
）
ー
小
町
歌
中
心
に
ー
」

（
『
北
海
学
園
大
学
論
集
』
一

0
四
号
、
二

0
0
0
年
七
月
）

注
十
六
•
•
•
田
中
喜
美
春
『
小
町
時
雨
』
（
風
間
書
房
、
一
九
八
四
年
）

注
十
七
・
・
・
注
一
に
同
じ
。

注
十
八
…
注
十
四
に
同
じ
。

注
十
九
・
・
・
ニ
十
七
句
目
を
A
、
B
で
は
「
袖
の
浦
の
」
と
す
る
。
「
袖
の
浦
」
は

三
島
由
佳
氏
に
よ
れ
ば
出
羽
国
の
歌
枕
で
、
現
在
の
山
形
県
酒
田
市
宮
野
浦

で
あ
る
と
い
う
（
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
）
。
勅
撰
集
に
お
け
る
「
袖
の
浦
」

の
初
出
は
、
君
恋
ふ
る
涙
の
か
A

る
袖
の
う
ら
は
巌
な
り
と
も
朽
ち
ぞ
し
ぬ
べ
き

（
『
拾
遺
和
歌
集
』
恋
五
、
九
六
一
番
歌
）

で
あ
る
。
し
か
し
冷
泉
家
本
に
お
い
て
、
「
そ
で
の
う
ら
の
」
の
箇
所
は
「
そ

で
の
う
へ
の
」
と
な
っ
て
お
り
、
袖
の
上
の
涙
が
乾
く
間
も
な
い
と
い
う
意

味
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
箇
所
の
原
型
は
歌
枕
「
袖
の
浦
」
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
そ
で
の
う
へ
」
が
誤
写
さ
れ
、

A
の
歌
仙
本
や
B
の
神

宮
文
庫
本
に
見
え
る
「
そ
で
の
う
ら
」
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
ひ
め
ま
つ
の
会
編
『
平
安
和
歌
歌
枕
地
名
索
引
』
（
大
学
堂
書
店
、
一
九
七

二
年
）
久
保
田
淳
、
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
（
角
川
書
店
、

一
九
九
九
年
）
〕

注
二
十
・
・
・
注
十
四
に
同
じ
。

注
二
十
一
・
・
・
大
槻
文
彦
編
『
大
言
海

注
二
十
二
…
石
橋
敏
男
「
小
町
集
成
立
考
」
（
東
京
教
育
大
学
國
語
国
文
学
会
『
國

語
』
第
四
巻
一
号
、
一
九
五
五
年
八
月
）

テ
キ
ス
ト

『
小
町
集
』

冷
泉
家
本
ー
~
財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
十

巻
『
平
安
私
家
集
』
七
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
）
。
翻
刻
が
な
く
、

翻
字
は
筆
者
に
よ
る
。

神
宮
文
庫
本
|
—
和
歌
史
研
究
会
編
『
私
家
集
大
成
』
第
一
巻
中
古
一
（
小
町

II)
〈
神
宮
文
庫
本
〉
（
明
治
書
院
、
一
九
七
三
年
）

歌
仙
本
系
＇
~
室
城
秀
之
他
、
校
注
和
歌
文
学
大
系
1
8『
小
町
集
・
遍
昭
集
・

業
平
集
・
素
性
集
・
伊
勢
集
・
猿
丸
集
』
（
明
治
書
院
、
一
九
九
八
年
）
及
び
、

和
歌
史
研
究
会
編
『
私
家
集
大
成
』
第
一
巻
中
古
一
（
小
町
1
)
〈
正
保

版
本
歌
仙
歌
集
〉
（
明
治
書
院
、
一
九
七
三
年
）
に
よ
る
。

本
文
篇
』
（
塙
書
房
、
一

『
萬
葉
集
』
ー
—
'
佐
竹
昭
広
他
編
『
補
訂
版

九
九
八
年
）

『
古
今
和
歌
集
』
—
~
小
島
憲
之
、
荒
井
栄
蔵
校
注
新
日
本
古
典
文
学
大
系
5

『
古
今
和
歌
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）

『
後
撰
和
歌
集
』
—
ー
·
片
桐
洋
一
校
注
新
日
本
古
典
文
学
大
系
6

『
後
撰
和
歌

集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九

0
年）

『
古
今
和
歌
六
帖
』
ー
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
『
新
編

萬
集
集

国
歌
大
観
』
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第
二
巻

新
日
本
古
典
文
学
大
系

私
撰
集
編
歌
集
（
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
）
。
担
当
、
橋
本

不

美

男

・

相

馬

万

里

子

・

小

池

一

行

。

．

『
大
和
物
語
』
—
ー
＇
高
橋
正
治
他
校
注
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
1
『
竹
取
物

語
伊
勢
物
語
大
和
物
語
平
中
物
語
』
（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）

『
小
大
君
集
』
ー
ー
＇
「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
『
新
編
国
歌
大
銀
』
第

三
巻
私
家
集
編
I

（
角
川
書
店
、
一
九
八
五
年
）
。
担
当
、
久
保
木
哲
夫
。

『
拾
遺
和
歌
集
』
ー
—
小
町
谷
照
彦
校
注
新
日
本
古
典
文
学
大
系7

『
拾
遺
和

歌
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九

0
年）

『
源
氏
物
語
』
帯
木
帖
—
—
柳
井
滋
他
校
注
新
日
本
古
典
文
学
大
系1
『
源
氏

物
語
』
一
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）

『
源
氏
物
語
』
夕
顔
帖
ー
|
柳
井
滋
他
校
注
新
日
本
古
典
文
学
大
系

1

『
源
氏

物
語
』
一
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）

『
和
漢
朗
詠
集
』
ー
—
菅
野
證
行
校
注
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
ー
『
和
漢
朗

詠

集

』

（

小

学

館

、

一

九

九

九

年

）

．

『
能
因
法
師
集
』
ー
—
'
「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
『
新
編
国
歌
大
観
』

第
三
巻
私
家
集
編
I

（
角
川
書
店
、
一
九
八
五
年
）
。
担
当
、
小
町
谷
照

彦。

『
相
模
集
』
ー
＇
ー
「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
三

巻

私

家

集

編

I
（
角
川
書
店
、
一
九
八
五
年
）
。
担
当
、
斎
藤
煕
子
。

『
本
朝
文
粋
』
ー
—
大
曾
根
章
介
他
校
注
新
日
本
古
典
文
学
大
系
2
7『
本
朝
文

粋
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
ー
久
保
田
淳
、
平
田
喜
信
校
注

ゆ
か

8

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）

『
新
古
今
和
歌
集
』
ー
ー
田
中
裕
、
赤
瀬
信
吾
校
注
新
日
本
古
典
文
学
大
系

11

『
新
古
今
和
歌
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）

『
八
雲
御
抄
』
_
~
片
桐
洋
一
編
研
究
叢
書
1
1『
八
雲
御
抄
の
研
究
枝
葉
部

言
語
部
本
文
編
・
索
引
編
』
（
和
泉
書
院
、
一
九
九
二
年
）

『
万
代
和
歌
集
』
ー
安
田
徳
子
校
注
和
歌
文
学
大
系

14
『
万
代
和
歌
集
』
（
明

治
書
院
、
二

0
0
0年）

参
考
文
献

佐
佐
木
信
綱
他
『
校
本
萬
葉
集
』
十
一
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
一
年
）

前
田
善
子
「
異
本
小
町
家
集
に
つ
い
て
ー
神
宮
文
庫
所
蔵
異
本
三
十
六
人
家
集
及

ぴ
架
蔵
異
本
三
十
六
人
家
集
I
.
I
I
中
の
小
町
集
に
就
て
ー
」
（
『
国
語
と
国

文
学
』
一
巻
一
号
、
一
九
四
六
年
八
月
）

片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究
〔
研
究
篇
〕
』
（
明
治
書
院
、
一
九
六
八
年
）

角
田
宏
子
「
『
小
町
集
』
の
形
成
ー
六
歌
仙
時
代
よ
り
第
三
期
形
成
期
迄
を
中
心

に
ー
」
（
『
日
本
文
藝
研
究
』
四
十
四
号
、
一
九
九
二
年
四
月
）

角
田
宏
子
「
『
小
町
集
』
海
の
歌
の
文
芸
性
」
（
『
日
本
文
藝
研
究
』
四
十
六
号
、

一
九
九
四
年
十
二
月
）

[
は
っ
と
り

在
学
四
年
次
生
]
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